
事前 2.5hr

事後 2.5hr

事前 2.5hr

事後 2.5hr 講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

事前 2.5hr
科目の区分

事後 2.5hr 講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

事前 2.5hr

課題解決型 ✅

グループワーク

ディスカッション ✅ 事後 2.5hr 講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

ディベート 事前 2.5hr

プレゼン

課題演習 ✅

フィールドワーク 事後 2.5hr 講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

事前 2.5hr

事後 2.5hr 講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

事前 2.5hr

事後 2.5hr 講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

事前 2.5hr

 期末試験 0％　中間試験 0％　小ﾃｽﾄ(  0回 )0％ 提出物( 2回 ) 100％　ﾌﾟﾚｾﾞﾝ( 0回 )  0％

事後 2.5hr 講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

事前 2.5hr

事後 2.5hr 講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

事前 2.5hr

事後 2.5hr

事前 2.5hr

事後 2.5hr

タスク１の解答・提出 タスク１の解答を作成し、期限内に提出する。
【取りまとめ：小宮一仁学事顧問（元千葉工業大学学長)】（オンディマンド）

現代社会を理解し高
度な教養を得るための
講義の履修
タスク２の解答・提出

現在の自分の研究がどう社会に役に立つか考えてみよう。

アントレプレナーシップ（起業、創業）における、実務と理論の橋渡しを意識し，現実社会への貢献についても
講義する。
【講義担当：伊藤穣一千葉工業大学学長、小宮一仁学事顧問（元千葉工業大学学長)】（オンディマンド）

講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

選択した授業動画と現在の自身の研究テーマとの関係を考えてみよう。

講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

４つの授業動画を視聴する。各授業のタスクから一つを選択して解答し、期限内に提出する。
【取りまとめ：小宮一仁教授（元千葉工業大学学長)】（オンディマンド）

アントレプレナーシッ
プ論(1)

アントレプレナーシップについて調べて、まとめておこう。

アントレプレナーシップ（起業、創業）という現象がなぜ生じるのか、アントレプレナーシップを生じさせる構造は
どうなっているのか、研究成果等を社会実装するための手法等を講義する。
【講義担当：伊藤穣一千葉工業大学学長、小宮一仁学事顧問（元千葉工業大学学長)】（オンディマンド）

アントレプレナーシッ
プ論(2)

必要な場合は授業で提示する。

１３
週

評価基準
提出された課題により習熟度を判断し、合格あるいは不合格で評価する。本科目は博士後期課程の修
了要件には含まれないが、合格者には受講修了証明書（NFT）を発行する。 １０

週

１１
週

関連科目 なし

１２
週

参考書・参考資料等

８
週

リーダーシップ論(1)

リーダーシップについて調べて、まとめておこう。

リーダーシップの意義を理解する。①事例を通じリーダーシップに重要と思われる事項を講義する。　②リー
ダーシップの意義、自らの資質を伸ばす為に必要な事項を講義する。学生がリーダーシップの意義について
の概要を理解することを目的とする。
【講義担当：岩村公史特別教授（元陸将)、小宮一仁学事顧問（元千葉工業大学学長)】（オンディマンド）

９
週

リーダーシップ論(2)

リーダーシップが結果の成否を決める事例を具体的に調べて、まとめておこう。

リーダーシップの体系、考慮事項について理解させるとともにリーダーシップを発揮する要領について講義す
る。①リーダーシップの体系と考慮事項について講義する。②組織的リーダーシップの手順とリーダーシップ
の一例を紹介する。学生がリーダーシップを発揮する要領についての基礎を理解することを目的とする。
【講義担当：岩村公史特別教授（元陸将)、小宮一仁学事顧問（元千葉工業大学学長)】（オンディマンド）

近代から現代に至る科学技術の変遷と、時々の先進技術や工学が国の発展にどのように寄与したかについて講義する。
【講義担当：小宮一仁学事顧問（元千葉工業大学学長)】（対面）

第四次産業革命について調べて、まとめておく。

第4次産業革命によって世界は大きく変化しようとしている。特にICTの発展により、人々の働き方に大きな変
化が生じている。ここでは、現在、また将来の、人々の働き方の変化について講義し、日本における課題につ
いて考察する。
【講義担当：小宮一仁学事顧問（元千葉工業大学学長)】（対面）

注意事項・
学習アドバイス

※対面形式とオンディマンド配信を併用します。対面形式の授業かオンディマンド配信の授業かは、現
在の予定を講義内容の欄に記載してありますが、変更がある場合は前回の授業終了までにお知らせし
ます。
※この科目の講義担当者は、千葉工業大学学長経験者及び千葉工業大学特別教授です。この科目に
関するお問い合わせは，教務課に連絡して下さい。
※授業週の順番、タイトル、講義内容、講師、対面・オンラインの形式は変更になる場合があります。変
更の場合は事前に連絡します。

６
週

これまでの授業の内容を復習し課題にとりくむ準備をしよう。

７
週

目的

到達目標
・グローバル博士リーダーに必要となる多様な知見を活かして、研究成果の社会実装に向けた考察がで
きる。
・グローバル博士リーダーとして、チームをまとめ、方向性を示すことがきる。

４
週

科学技術の変遷と国
家(3)

日本の科学技術のレベルの現状と課題について考えておこう。

［目的］
博士後期課程に在籍する優秀な学生が、俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわ
たりグローバルに活躍するリーダーになるための、また研究成果を社会実装につ
なげ社会に役立てるための、知見を得ることを目的とする。

［授業概要］
卓越した専門性とリーダーシップを備えた博士リーダーに必要な、リーダーシッ
プ、古代から第四次産業革命に至る工学と科学の変遷、アントレプレナー・企業戦
略の知識、現代社会の理解、高度教養など、特定の専門分野に限られない「汎用
的能力（知見）」を身に付けるための講義を行う。

国際競争の激化に伴い企業は積極的に生産拠点の海外移転を進めている。また、労働力人口全体の減少に
加えて、海外生産の増加や業績不振に伴う人員削減により、国内の製造業の就業者数は一貫して減少してい
るこのような日本が世界の中で置かれている現状を講義し、日本の科学技術の課題について講義する。更に、
新型コロナウイルス感染終息後の世界を見据えた各界の意見を紹介しつつ、考察する。
【講義担当：小宮一仁学事顧問（元千葉工業大学学長)】（対面）

５
週

第四次産業革命期の
日本の雇用のあり方を
考える

単位 曜日時限 履修制限

水曜日3・4限 特になし1学期 2 2 必修

講義内容を復習し、興味を持った内容をまとめておく。

２
週

科学技術の変遷と国
家(1)

工学と理学の違いについて考えておこう。

科目
担当者

小宮　一仁

古代から中世に至る科学技術の変遷と、時々の先進技術や工学が国の発展にどのように寄与したかについて講義する。
【講義担当：小宮一仁学事顧問（元千葉工業大学学長)】（対面）

３
週

科学技術の変遷と国
家(2)

古代から中世の科学技術の進歩が国家の隆盛にどうかかわってきたかを踏まえて、近世以降の
開講学期 時間数

2024年度  シ ラ バ ス 原 簿
タイトル 講  義  内  容     と     事前事後学習内容

1
週

ガイダンス

シラバスを読んでおく。

科目名
英語名

グローバル博士リーダー特論
Special Lecture for Global Doctoral Leaders

授業、講師、合否判定の方法等を説明する。後半は、創立時の社会的背景から見た千葉工大の創立の意義・
目的を例に、現代における千葉工大の役割と、そこで学び研究を行うことの意味を考察する。【講義担当：小
宮一仁学事顧問（元千葉工業大学学長)】（対面）


